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コンピュータ温室におけるシンビジウムの

省力栽培

仙頭照康・田原 三男・吉井宗刑

細木ミヨ子・藤田政利

シンビジウムは東南アジアを中心に，日本，中国からオーストラリアに至る広い地域に約60種が

分布している。地生種と着生種とがあるが，前者は比較的低温に耐えるので，わが国でも大量に栽

培されていろ。

栽培温室は図－１に示したような4型（108”）で，側窓上部に曲線ガラスを用いている採光の

良い角丸式である。制御用コンピュータはＭＵＳ－１１を採用し，温室内の環境条件を生育に好適す

るように・自動的に複合調節している。すなわち天窓，側窓の開閉，遮光，細霧冷房及びﾁｭー プ瀬

水の各装置が自動化され，さらに図一２のように研究棟屋上の78枚の集熱板を含むソーラシステム

を設悩して，暖房の補完を図っている。

栽塘のシンビジウムはメリステムカルチュアによる繁殖株のＣｙｍｂｉｄｉｕｍＡＫＩＢＡ，canary′

（図－３）及びＣｙｍ，ｍｉｓｔａｑｕｅ（図－４）で

図1－１シンビジウム温室の外観

図－２研究棟膿 上 に 設 胆 し た 集 熱 板

ある。培養土は軽石及びビートを等鼠に混合し

て用いた。

シンビジウム栽培温室の温庇特性を知るため

図一５のようにデジタルレコーダを用い，図一

６に示す位置を測定した。その結果は図－７及

び図－８に示した。また温室内湿庇の日変化は
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図－３ＣｙｍｂｉｄｉｕｍＡＫＩＢＡ，ｃａｎａｒｙ
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図－９に示した。1983年10月より1984年９月までの温室内の温度及び湿度の推移は図-10に示した。

図-11は外気温度，温室内温度，ソーラシステムの蓄熱水描水温の推移を比較したものである．図

-12に温室内外及び遮光カーテン使用の照度の日変化を示した。融水はチューブによる自動油水（

図－１３）を表－１を目安に行っている。１回約４分間で１鉢当りの瀬水量は約200減が陳準である。

図'－６温度センサの位置

単位（cm】

図－４Cymbidiummistaque

夏季の商温対策として，夕刻約１時間，図一

14のように細霧冷房を実施した。その結果は図

-15に示した。

この調節温室で栽培したシンビジウムの生育

は順調であった。その開花成績は図－１６，表一

図－５デジタルレコーダ

}よ順調であった。その開花成績は図－１６，表－２に示した。

温室暖鰐におけるソーラシステムの依存率は表－３に示すように42％であった。

図-17に年間作業別所嘆労力を，コンピュータ導入前と導入後とで比較した結果を示した。その

中で温度管理，湘水及び遮光の各労力が著しく減少し，きわめて省力栽培となった。
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図－８温室内温度の日変化
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図－１２温室内外照度の日変化
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図－１０温室内温度、湿度の年変化
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図－１３チューブ諏水)伏沢 図－１４シンビジウム温室における細霧冷房

表－１月別潅水回数・１鉢当の激水量
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表－２Cymbidiumの鉢別開花本数（1983.12-1984.3）

表－３温室暖房における時期別ソーラシステム依存率（１９８３１２－１９８４２）単位：(*)Ｍcal

Ｍｉ
ﾘゴ
ロロ Ｃｙｍ・ＡＫＩＢＡ、ｃａｎａｒｙ

'

1鉢当開花本数 ０ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 計

鉢 数 １６ 3０ 2５ 1５ 1２ １ １ ０ ０ 1００

品 禰 Ｃｙｍ･ｍｉｓｔａｑｕｅ

1鉢当開花本数 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 計

鉢 数 ５ ４ ６ 1９ 3０ １６ 1２ ７ １ 1００

時 期

1２月

上旬 中旬 下旬

１月

上旬 中旬 下旬

２月

上旬 中旬 下旬

合計

ソーラ熱量(*） 9３ 3４１ 1６１ ７９ 1９７ 4８２ ６３２ ６３６ 5８４ 3２０５

ボイラ熱量(*） ０ 4８ ４５３ 2８８ ７４４ 1０４２ 1０６８ 539 1６０ ４３４２

消費熱量(*） ９３ ３８９ ６１４ 367 ９４１ 1５２４ 1７００ １１７５ 7４４ ７５４７

ソーラ依存率” 1００ ８７ ２６ 2１ 2０ ３１ 3７ 5４ ７８ 4２



参考：暖房期間の日射量別日数表(1983.12～1984.2）単位:(*)cal／C㎡／day

130(*)以下
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１６０－１９０(*）

1９０－２２０（*）
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図－１７年間作業別所要労力の比較（％）
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